










ジグムンド・フロイトに関しては『夢判断』（1900 年出版；英語版の出版は 1913 年に
Macmillan 社より出版）や『精神分析入門』（1917 年出版；英語版の出版は 1920 年に BONI
AND LIVERIGHT PUBLISHERS より出版）などの著作が精神医学の専門研究者だけでなく，




























































































力査定（NAAL: National Assessment of Adult Literacy）の調査によるアメリカ人の識字率の変
化を示しておきたい。
表 1は世紀転換期から両大戦間期の間に非識字率が全体で 13.3％から 4.3％に激減し，特に
アメリカ生まれの白人においては 1930 年の時点では 1.6％と殆どのアメリカ生まれの白人の
14 歳以上が文字の読み書きが出来るということを示している。また，ジム・クロウ法などで
教育機会の差別化は受けていたものの，黒人専用の学校や職業訓練学校，黒人大学の努力が
1890 年には半数以上が非識字であった黒人が 1940 年には 11.5％に激減している証左となって
いる。この表でより問題にされなければいけないのは所謂「新移民」と呼ばれた，東欧・南欧
からの移民の非識字率の減少が他のエスニックグループと比べて少ない（1890 年に 13.1％
だったものが 1930 年に 10.8％）ということであろう。こうした数字からも新移民に対する教




























































オニールの作品についてはヴィーレックの 1925 年の論考の前年の 1924 年に発表された戯曲











































































































A. A. ロバック（Abraham Aaron Roback, 1890-1965）はポーランド系移民の出自を持ち，
ハーヴァード大学やクラーク大学で研鑽を積んだ心理学者・言語学者・民俗学者であるが，彼





















ここでロバックが本論考を発表した時期について振り返ってみたいが，1929 年 5 月（おそ















































































































































1990 年の著作である Making SEX: Body and Gender from the Greeks to Freud（邦題：『セックス








































































知られているエレアノア・ロウランド・ウェンブリッジ（1882-1944）が The Survey の 1928
年 4 月 15 日号に寄稿した論考のタイトルをそのまま援用したものであるが，これは彼女が

















































































































































































































The Bookman の編集者であり，New York Evening Post のコラムニストとしても活躍していた
労働史家であるベンジャミン・ストールバーグ（Benjamin Stolberg）は The Nation（1930 年


















































議論の関係上，章順には取り上げられないが，まず，第 4章と第 5章で取り上げた The Nation,
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153科学言説的アイコンとしてのフロイト・心理学及び精神分析
Freud, Psychology and Psychoanalysis as Scientific Discourse
— The Popular Reception of Freud and Psychology in the Popular Magazines
and Literature in the Period between the Great Wars in the United States —
Megumi OGURA
Abstract
In popular magazines and novels published between the Great Wars in the United States, the words such as
“Freud,” “Psychology,” and “Psychoanalysis” often appeared. In many novels and with many playwritings, the
author assumed that the reader or audience had already known of Freudian theory or Freud himself, while many
columnists in popular magazines lamented that Freudian theory had been misunderstood and that psychology
 itself had been degraded. These attitudes vividly reflect the then American social circumstances and uneasiness
among the general population of the twenties and thirties.
Keywords: the United States’ cultural history between the Great Wars, Freud, psychoanalysis,
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